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高
齢
化
社
会

と
は
高
齢
社
会

へ
移
行
し
つ
つ

あ
る
社
会
の
こ

と
で
、
正
確
に
は
今
の
日
本

は
経
過
し
終
わ
っ
た
成
熟
し

た
高
齢
社
会
で
あ
る
。

　

正
確
に
言
う
と
文
学
的
に

は
こ
の
様
に
同
じ
言
葉
が
重

な
る
悪
文
の
例
に
な
る
。

　

経
済
成
長
期
で
あ
っ
た
高

齢
社
会
の
前
段
階
に
核
家
族

化
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。

時
代
は
線
引
き
さ
れ
ず
混
ざ

っ
た
ま
ま
で
変
化
す
る
た

め
、
核
家
族
を
ベ
ー
ス
に
し

た
高
齢
社
会
で
は
老
々
介
護

と
い
う
現
実
が
支
配
的
に
な

っ
た
。

　

似
た
状
況
は
個
人
歯
科
医

院
に
も
見
ら
れ
る
。
就
業
者

の
平
均
年
齢
が
75
歳
を
超
え

た
医
院
の
患
者
層
は
老
人
ば

か
り
で
、
年
格
好
が
近
い
た

め
違
和
感
が
な
く
信
頼
関
係

も
築
き
や
す
く
「
先
生
も
ま

だ
死
な
ん
と
い
て
や
」
と
患

者
需
要
が
途
絶
え
な
い
。
せ

っ
か
く
歯
が
治
っ
て
も
食
べ

ら
れ
る
程
度
で
税
負
担
力
が

増
え
た
り
の
社
会
貢
献
を
す

る
ほ
ど
に
は
至
ら
な
い
。

　

一
方
、
土
日
の
協
会
の
付

近
に
は
若
者
が
屯（
た
む
ろ
）

し
て
い
る
。
一
見
健
康
不
安

が
な
さ
そ
う
だ
が
、
激
動
す

る
社
会
不
安
を
も
ろ
に
受
け

る
大
変
な
世
代
で
あ
る
。

　

国
政
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
特
徴
が
あ

る
。
表
面
的
に
は
安
倍
政
権

の
支
持
率
は
高
く
、
与
党
が

　関西の優れた機関紙を表彰する「第50回全関西機
関紙・広報・ミニコミコンクール」の審査発表・表
彰式が６日に開かれ、協会機関紙３月15日付（東日
本大震災特集）が最高位の機関紙協会理事長賞に選
ばれた。「被災地の歯科医たちの今を取材した記事
は、まさに命と向き合う姿を生々しく描写し、読む
者を引きつける」と高く評価した。

思
う
ま
ま
に
政
治
運
営
を
進

め
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
、
経
済
政
策
や

社
会
保
障
「
改
革
」、
消
費

税
増
税
、「
戦
争
で
き
る

国
」
づ
く
り
な
ど
、
政
府
の

路
線
は
国
民
の
立
場
に
立
っ

た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
強

行
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
世
論

と
の
矛
盾
を
広
げ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

　

安
倍
内
閣
の
進
め
る
原
発

再
稼
働
や
特
定
秘
密
保
護

法
、
集
団
的
自
衛
権
の
容

認
、
憲
法
９
条
の
改
悪
な
ど

に
反
対
す
る
市
民
運
動
が
大

き
く
広
が
っ
て
い
る
。
憲
法

問
題
で
は
、
少
な
く
な
い
与

党
の
幹
部
経
験
者
が
政
府
の

解
釈
改
憲
を
批
判
。
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
の
撤
回

を
求
め
、「
良
識
あ
る
保

守
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
を
含

め
た
一
点
共
闘
の
波
が
か
つ

て
な
い
規
模
で
沸
き
起
こ
っ

て
い
る
。
こ
の
波
は
、
大
阪

で
は
維
新
の
会
に
反
対
す
る

と
い
う
一
点
で
、
自
民
・
公

明
・
民
主
・
共
産
・
社
民
な

ど
、
党
派
の
違
い
を
超
え
た

共
闘
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
最
も
大
き

な
政
治
的
変
化
は
、
民
主
党

と
第
３
極
と
呼
ば
れ
る
勢
力

が
自
民
党
と
の
対
立
軸
を
明

確
に
示
せ
て
い
な
い
こ
と

だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
消
費

税
増
税
、
原
発
再
稼
働
、
改

憲
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
、
沖
縄
基

地
問
題
で
は
政
府
の
方
向
と

同
一
線
上
に
あ
る
。
こ
の
状

況
下
で
反
自
民
の
受
け
皿
と

し
て
、
共
産
党
が
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

な
ど
、
政
治
の
流
れ
が
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。

　

協
会
は
、
患
者
や
国
民
と

共
に
「
社
会
保
障
守
れ
！
平

和
を
守
れ
！
」
の
声
を
大
き

く
広
げ
、
医
療
・
社
会
保
障

改
善
に
全
力
を
尽
く
し
て
い

く
。

 

（
お
わ
り
）

　新聞部は機関紙夏季特集号
（８月15日付）への会員投稿
（原稿・写真）を募集してい
る。掲載者には薄謝進呈。締め
切りは７月18日（金）必着。詳
細は新聞部事務局まで。

関西機関紙コンクール

夏季特集号へ投稿を

２
０
１
４
年
度

診
療
報
酬
改
定

狙
い
と

　

本
質 ❼

世
論
と
矛
盾
す
る
政
府
方
針

一
点
共
闘
で
政
治
の
流
れ
に
変
化

最
高
位
の「
理
事
長
賞
」

トロフィーを受け取る伊津進弘新聞
部長（左）と機関紙協会大阪府本部
・西岡健二理事長

医
療
介
護
法
の
成
立
強
行

医
療
介
護
法
の
成
立
強
行

国
民
負
担
増
・
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
直
結

　

介
護
保
険
の
２
割
負
担
や
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

制
限
、
病
床
再
編
な
ど
の
大
改
悪
を
盛
り
込
ん
だ
医
療

・
介
護
総
合
法
が
18
日
の
参
院
本
会
議
で
、
自
民
、
公

明
両
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
を
強
行
、
成
立
し

た
。
民
主
、
み
ん
な
、
維
新
、
結
い
、
共
産
、
社
民
、

生
活
の
各
党
は
反
対
し
た
。
戸
井
逸
美
政
策
部
長
は
19

日
、
同
法
の
成
立
に
抗
議
す
る
談
話
を
発
表
し
た
。

 

（
２
面
に
関
連
記
事
）

２
面
に
政
策
部
長
談
話

　

同
法
は
、
医
療
法
や
介
護

保
険
法
な
ど
19
本
も
の
重
要

法
案
を
一
括
し
た
前
代
未
聞

の
法
改
定
だ
。
そ
の
中
身

は
、
国
民
負
担
増
や
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
に
直
結
す
る

メ
ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
。

　

医
療
分
野
で
は
、
▽
ベ
ッ

ド
数
の
削
減
に
つ
な
が
る

「
病
床
機
能
の
分
化
」
▽
看

護
師
・
歯
科
衛
生
士
ら
の
業

務
範
囲
拡
大
▽
医
療
事
故
調

査
の
第
三
者
機
関
設
置
―
―

な
ど
を
明
記
。
患
者
の
追
い

出
し
や
入
院
制
限
を
引
き
起

こ
す
重
大
な
内
容
を
は
ら
ん

で
い
る
。

　

介
護
分
野
で
は
、
▽
特
養

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
を
要
介

護
３
以
上
に
制
限
▽
一
定
所

得
者
の
介
護
保
険
利
用
料
を

２
割
負
担
に
▽
要
支
援
者
を

介
護
保
険
か
ら
除
外
し
自
治

体
に
移
管
―
―
な
ど
、
制
度

創
設
以
来
の
大
改
悪
と
な

る
。

　

国
会
審
議
を
め
ぐ
っ
て

は
、「
国
民
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
法
改
定
で
あ
り
、

一
つ
ひ
と
つ
慎
重
に
検
討
す

べ
き
だ
」
と
批
判
が
集
中
。

３
日
の
小
池
晃
参
院
議
員

（
共
産
）
の
厚
労
委
員
会
質

疑
で
は
、
同
省
が
「
介
護
保

険
の
２
割
負
担
は
可
能
」
と

し
て
き
た
消
費
支
出
の
デ
ー

タ
に
偽
り
が
発
覚
。
厚
労
相

が
こ
れ
ま
で
の
説
明
を
全
面

撤
回
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

　

法
案
の
根
幹
が
大
き
く
揺

ら
ぎ
、
野
党
が
「
衆
議
院
に

差
し
戻
す
べ
き
だ
」
と
審
議

継
続
を
求
め
る
な
か
、
政
府

は
衆
参
合
わ
せ
て
55
時
間
、

一
法
案
当
た
り
３
時
間
に
も

満
た
な
い
審
議
で
採
決
を
強

行
。
ス
ピ
ー
ド
成
立
さ
せ

た
。

　

協
会
は
、
同
法
は
「
高
齢

者
の
行
き
場
を
奪
う
大
改

悪
」
と
し
て
、
署
名
や
街
頭

宣
伝
、
国
会
議
員
要
請
に
取

り
組
み
、
廃
案
を
求
め
て
い

た
。

　

今
後
、
政
府
は
社
会
保
障

「
改
革
」
の
第
２
弾
と
し

て
、
紹
介
状
無
し
に
大
病
院

を
受
診
し
た
場
合
の
自
己
負

担
増
や
、
国
保
の
都
道
府
県

単
位
化
、
保
険
外
併
用
療
養

　

政
府
は
混
合
診
療
の
全
面

解
禁
に
向
け
、「
患
者
申
出

療
養
（
仮
称
）」
の
創
設
を

表
明
し
た
。
安
倍
首
相
が
10

日
、
記
者
会
見
で
明
ら
か
に

し
た
。

　

新
制
度
は
、
未
承
認
の
薬

や
医
療
技
術
に
つ
い
て
、
患

者
の
依
頼
を
受
け
た
臨
床
研

究
中
核
病
院
が
国
に
申
請
。

６
週
間
以
内
で
国
が
判
断

し
、
混
合
診
療
を
認
め
る
。

首
相
は
「
よ
り
身
近
な
医
療

機
関
で
も
先
進
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
す

る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

な
し
崩
し
的
に
混
合
診
療

が
解
禁
さ
れ
れ
ば
、
患
者
負

担
増
や
保
険
範
囲
の
縮
小
を

招
き
、
国
民
皆
保
険
制
度
を

根
底
か
ら
覆
す
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

　

13
日
に
は
規
制
改
革
会
議

が
安
倍
首
相
に
答
申
を
提
出

し
、
患
者
申
出
療
養
の
新
設

を
求
め
て
い
る
。

の
拡
大
な
ど
、
国
民
負
担
増

・
給
付
削
減
を
狙
っ
て
い

る
。

「
患
者
申
出
療
養
」創
設
へ

混
合
診
療
禁
止
な
し
崩
し

医
療
・
介
護
総
合
法
の
主
な
内
容

医療法など 介護保険法 今
後
の
医
療「
改
革
」メ
ニ
ュ
ー

△  
急性期病床の大幅削
減△  
入院給食費の自己負
担化△  

紹介状無しに大病院
を受診した場合の自
己負担増△  

国保の都道府県単位
化△  

保険外併用療養の拡
大

△  

病床機能の再編によるベッド数削減△  

責任追及型の医療事故調査制度の創
設△  

看護師や歯科衛生士らの業務範囲拡
大△  

外国人医師の拡大△  

地域包括ケアシステムの規定

△  

要支援者の訪問・通所介護サービス
を介護保険から除外し、市町村の地
域支援事業へ移管△  

年金収入280万円以上で介護利用料
２割負担に△  

特別養護老人ホームの入所を要介護
３以上に制限


